平成２３年度第６回本埜地区地域審議会　会議録

１　開催日時　　平成２３年８月１日（月）午前１０時～１１時５０分

２　開催場所　　印西市役所 ふれあいセンターいんば ３階会議室１・２
３　出 席 者　　本橋孝司会長、土井治夫副会長、土井栄委員、稲葉明委員、飯塚昭一委員、　
青柳和江委員、田波英俊委員、中島雅昭　委員、
４　欠 席 者    岩井とし子委員、鳩貝太郎委員
５　事 務 局    企画政策課 鈴木課長、　企画政策課 鈴木副主幹、
企画政策課 富澤主査補、企画政策課 海老原主査補
６　傍 聴 者　　なし

７　議　  題　 （１）総合計画基本構想（素案）について

　　　　　　   （２）総合計画基本計画の策定について

　　　　　　   （３）その他

８　議　　事

事 務 局　　ただいまから、第6回になります本埜地区地域審議会を開会致します。
最初に本日の出席委員ですけれども、鳩貝委員、岩井とし子委員ですけど、本日欠席ということで連絡を頂いております。地域審議会の設置に関する協議書、第8条第4項の規定によりまして定足数に達しておりますので、本日の会議が成立致しますことをご報告させて頂きます。
本会につきましては、印西市市民参加条例第11条第4項及び、市民参加条例施行規則第11条第１項の規定に基づきまして、会議を公開とさせて頂きます。あらかじめご了承をお願い致します。傍聴者でございますけれども、本日の会議に傍聴者はございませんのでご報告を致します。続きまして会議録の署名でございますが、本日の会議の会議録署名委員につきましては、名簿順ということで、中島雅昭委員と土井栄委員のご両名にお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。
それではここで、本橋会長よりご挨拶をお願いしたいと思います。本橋会長、お願いします。
本橋会長　（挨拶）
事 務 局　　ありがとうございました。続きまして、事務局の企画政策課鈴木課長よりご挨拶を申し上げます。

鈴木課長　（挨拶）
事 務 局　　それでは、会議次第に従いまして議事に入らせて頂きます。地域審議会の設置に関する協議書第5条の規定によりまして、会議の議長を本橋会長にお願い致します。本橋会長、よろしくお願いします。
議    長　　それでは、しばらくの間ご協力のほどお願いします。
会議次第に則りまして進めて参りたいと思います。
議事の第1でございますが、総合計画基本構想の素案につきまして、もうかなりの意見を頂きましたし、話も進んで参りました。前回会議をやりましてからその後、説明会等、市のほうでも実施を致しまして、若干微調整をしているようですので、その辺につきまして事務局のほうから説明をして頂きたい、そのように思います。お願いします。
事 務 局　（説明）
議    長　　説明が終わりました。何かご質問、ご意見等ありますでしょうか。ある方は挙手のほうお願いします。
土井（栄）委員　　本埜地区の資料4－3の（3）のところ、実際に言った内容が具体的には載ってい
　ないようなのだけれど。
事 務 局　　この（3）番については、審議会が終わりまして、土井委員のほうから環境の関係も言いたかったというようなお話を頂きまして、それを私共メモしておりますので、そういう意見も本埜審議会の委員から頂いたよということで処理をさせて頂く中で、地下水だけではないのですが、環境問題ですね、ゴミ捨ての不法投棄とかそういうものを含めてよく見ていってほしいよというようなところで意見を採用させて頂いた部分もありまして、地区別に私個人のところはちょっと押さえておいてですね、そういうところで私個人の話ではなく、委員からの意見をまとめさせて頂いていますので、その中でこれを組んでいます。
それから説明した通り、本埜地区の審議会の中でも、印旛地区や印西市の総合計画審議会と同じような意見が出たところがたくさんあります。それぞれ3人会長さんがいらっしゃいますので、同じ事を羅列して書くよりは、会長さん方で話し合いまして、分けて出したほうがいいだろうということで、こういうふうな形にさせて頂いていますので、本埜地区の意見も、逆に言うと総合計画審議会の中に同じような意見で出ていたりしておりますので、その辺を踏まえてバランス良くしています。
議    長  　よろしいですか。その他に何かありますか。
田波委員　　この人口の推移なのですけれども、表を見ますと25年から29年の4年間あたりのカーブが、ぐっときつくなっていますよね。この辺の何か目算ですか、そういうのはどのような関係なのでしょうか。
事 務 局　　実際にこの資料で人口が増えるところというのは、ニュータウンの新規入居分だけです。あとの既存の地区と今入っているニュータウンというのは、もう減っていくような形で考えて頂きたいと思います。ですから大体16000人くらい増えるのですけれども、その中で5000人くらいは減っていく、5，6000人減っていくのです。そうするとその減っていく分というのは、既存の地区とニュータウンの今入っている分で、増える分というのは、新しくニュータウンに入ってくる、これから今建ててくる人の分しか、約10000人なのですが、この部分しか増えないということでまずご理解頂きながら考えていく中で、この25からぐっと上がっていくのは、あくまでも供給側であるＵＲの資料、これに基づいて毎年分けていった中での話ですので、供給数があるということでご理解頂いたほうがいいのかなと思います。
供給数がある年代についてはこういうふうに上がっていきますけど、実際ニュータウン自体も29年くらいになってくると供給しなくなってくるような形で考えて頂いたほうがいいのかなと、それをもとに推計をしているような形でご理解頂ければと思います。
議    長 　 はい、よろしいですか。
田波委員 　 はい。

議    長　　その他にございますか。特にないようですので、この議題につきましては、これで審議を打ち切りたいと思います。
それでは、今まで数回にわたりましてご審議頂きましたけど、今回を持ちまして、お配りしましたように資料4－3の形で、山﨑市長のほうへ答申をしたいと思います。 

先ほど事務当局のほうから説明がありました通り、8月の4日の日に、総合計画審議会の会長さん、それから印旛地区地域審議会の会長さんと私の3人で、市のほうに答申をする予定です。よろしくお願いをしたいと思います。それではこの形でよろしいですね。はい、ありがとうございます。それではこれで答申をするということで、よろしくお願いします。
事 務 局　　これで確定という形にさせて頂きますので、ありがとうございました。
議    長　　それではここで5分程度休憩をしたいと思いますが、よろしいでしょうか。ただいま45分ですので10時50分に再開したいと思います。よろしくお願いします。
―休憩―
議    長　　それでは時間が参りましたので、再開したいと思います。
総合計画の基本計画につきまして、これから審議に入りたいと思います。
事務当局から説明をお願いします。
事 務 局　　（説明）
議    長　　ありがとうございました。これから質疑に入りたいと思います。何かご意見等ございますか。
事 務 局　　議長、すみません。若干また補足をさせて頂きたいと思います。説明をさせて頂いた基本計画、説明にもありました通り、まだまだたたき台のレベルでございます。
粒が揃っていない部分や、粗い部分、またバランスが悪い部分、多々ありますので、まだまだ各課と調整が必要だということで、調整作業を進めさせて頂いております。
ですから、もっともっと良くなっていく段階で徐々にお示しをしていこうということで、若干時間がつまっているところですので、急いでやっているところです。
また、スマイルプランということでお示しをさせて頂いたものでございますけど、こちらもまだたたき台のものでございまして、先ほど富澤のほうからも説明をさせて頂きましたけれども、スマイル1、スマイル2、スマイル3ということで、実際に下の部分に書かせて頂いているのですけれども、この3つのプランを確定していくためには、実際にこの下にぶら下がる事業というのがなければ、これを出すことができないわけなのですけれども、そのためには事業費とか、効果、これをやることでどんな効果が得られるかとか、そういうものを実際に事業化も含めて、担当課をどこにするかも含めて、今調整をしています。
実際これがいちばん苦しい作業になっていくわけなのですけれども、新しい事業をやる上では、いろいろな面で効果とか、事業費とか、担当課をどこにするかとか、十分に練っていく必要がありますので、その辺で今いちばん苦しい作業をしているところでございますので、それがまだ入ってきますと、中味のほうにもいろいろな手が加わってくるような形になろうかと思います。今日は、大体こういうような骨組みでいくよ、ということでご理解を頂きたいと思います。
議　　長　　今、事務局のほうから説明がありました通り、たたき台ということでございます。
これから細かいところをいろいろ詰めていくということでございます。そういう意味でざっと見た全体の印象としては、すごく美味しい中華料理とかフランス料理のフルコースの説明という気がして、実際に料理が出てきたら、梅干しと沢庵のご飯が出てきたような、そういう感じもしないでもないのですが、いかがでしょう。
事 務 局　　本当にご指摘の通りでございます。
我々も、中味を今度どうしようかということで、皆さんが、出てきたときになんだ、ということにならないようにやっていかないといけない。特にスマイルプランというのは、特出ししますので、本当にいいものを皆さんのために、合併をせっかくした中ですから、本埜地域、印旛地域、もちろん市域全体が、いい事業をやったなと言えるようなものを出していきたいということで調整をさせて頂いておりますので、お願いしたいと思います。また、実際にはいいことをたくさん書いてあるようなのですけれども、ほとんどの事業というのは、今手をつけている事業です。ただ先ほど言ったように、粒が違うのです。取り組み方によって、すごく深く取り組んでいるものもあるのですが、取り組みが浅いものもありますので、その辺をどんなふうに表現しようかというのは、まだまだ調整が必要だなというところでご理解頂きたいと思います。ほとんどの事業は手をつけているということで、基本構想のほうもそうですけれども、基本計画の中もほとんどは、90％以上は手をつけている事業です。
その中で例えば、指導も管理もやっているわけですが、具体的にどんなふうにやっていくのかというのを詰めていかないといけないのかなとか、例えば、実際に環境の取り組みもやっているわけですが、どこまで踏み込んでいくのか、これも財政とかお金の話がありますので、それをやったことによって、皆さんからご負担をたくさん頂くようなことにはできないものですから、ある中でどんなふうにうまくやっていこうかというのを、これから詰めていかないといけないところです。
議    長　　そんなことですので、基本的なところでご意見がありましたら。意見を言ったからそれを全部採用して頂けるということでもないと思います。いろいろ取捨選択はするしかないと思います。ただ、住民の貴重な意見ですので、遠慮なくご意見賜りたいと思います。土井さん、何かありますか。
土井（栄）委員　　最終的には財政の問題だから、深く追求しすぎれば、それだけ金がかかるわけだ
　　　　　から。偏っちゃった場合には、地域によってはクレームが出るわけだから、そのバランスというのが。だから、理論的はこういうのでどんどん作っていくことはできるのだけどね。
じゃあ住民がいちばん欲しがっているものは何だというのを、行政である程度方向づけしておかないと、100人が言ったから100人の言ったことをやろうっていったって、それは無理だから。
事 務 局　　本当に財政を見ながらやっていくしかないかなと思うのですけど、若干また補足になりますけど、プランを見て頂くと赤い字の部分が、下のほうですけど、住民が望むことは何だろうということで、今土井委員のほうからお話がありましたけど、赤い字で書いてあるところというのが、実は市民アンケートを3000名に実施しまして、その中で、重要度は高いけれども達成率が低いという不満の部分ですね、そういうものが赤字のものなのです。このスマイル2の中の、地域医療体制の構築、それからスマイル3の中の、交通施策の推進、それから雇用促進策の強化、これに関連するものというのが、資料1の序論の23ページに、市民アンケートの相関図がございます。
市民アンケートの相関図で、左上のほうにいくほど不満で重要度が高いというこ
　　　　　とで、この3つの部分を補おうということがこの中にありまして、それが、医療体
制、それから交通施策、そして雇用促進です。
その他青い字でもこの中に入っていると思うのですけれども、やはり環境関係で
　　　　　すね。緑の保全とか、それから地球環境に対する意見。それから安全確保ですね。
やはり市民からすると、大震災や普段の安全、不安、そういうのが高まっている
と。それから高齢者、障がい者の福祉とか、健康に対する意見とか。まだ右のほうにいくと、外国語教育の充実、子どもたちの教育みたいなものも出ていますので、
その辺をこのスマイルの中で補っていければなということで、各課になげているよ
うなところです。逆に言うと、各課のほうになげて、こういうものに対して何か事業出しをしてくれと、何か考えましょうよ、ということでなげている状況です。
また、これにつながる他の事業も聞いているようなところですので、こういうの
を含めて、下にぶら下がる部分を考えながら、もちろん土井委員がおっしゃる財政
というのがいちばんはじめにあるわけですけど、どこまで踏み込んで、どんなふう
にやっていこうかというような話を進めさせて頂くところだという感じでしょう
か。
まだ始まったばっかりですから、これを1か月かけて、これから調整をして、そ
　　　　　れに基づいてもう一度たたき台を直しますので、それをまた見て頂くような形にな
ろうかと思います。その間に皆さまから頂いている意見も参考にさせて頂きますし、
もちろん今日の会議の中で、こんなのというのがあれば、私共参考とさせて頂きま
すので、言って頂ければ考えさせて頂きますので、よろしくお願いします。以上で
す。
議　　長　　こういう時代ですので、国自体、お金は出さないで口は出す。権限は、表向き中央分権なのですが、実態はほとんど今までと変わらないのが現状だと思っています。だから、地方自治体の行政としては、非常に取り組みが難しくなってきていると思います。そういう中で、盛り沢山の計画を作るわけですから、要望自体はきりがありませんので、100人いれば100の希望があります。それを全部取り組んでいくというのは不可能ですので、その辺何を選んで、何を棄てるかというのが非常に行政としても難しいのではないかと思います。個人的な意見で申し訳ないのですが。
中島委員　　私も同じ意見でして、56項目濃淡つけてやるべきですし、あと、すべて22年実績値と27年目標値が、表があるのですけど、例えば1年で完了すべき問題もあると思いますので、この辺の期間の濃淡も必要かなと思います。
あと1点、蛇足なのですけど、52ページの小中校の図があって、印西牧の原駅の南にある小学校は、原小学校ですよね。山が入っています。以上です。
事 務 局　　ありがとうございます。今、中島委員からその通りだということで、最初の前段の話につきましては、市民説明会などでも、今後縮小社会になっていくと、そういった部分も踏まえて、といった話もありましたので、皆さまの意見を踏まえて、財政のほうも策定していかなければならないと。あと先ほど言っていました事業のスパン、これも27年というのが前期の計画になっていますけれども、それ以前に終わるもの、また以降も継続していくもの、いろいろございますので、そこら辺も皆さまの目に入れるような形でやらせて頂ければと思いますので、よろしくお願いします。
事 務 局　　そういう中で策定をしていく上で、どうしようかということで、いちばん初めの話し合いに戻るわけなのですけれど、やはり夢も描いていかなければいけないというような、そういう部分もありますので、現実的なものばかりでこれもできない、あれもできない、あれもやりません、これもやりません、今まで通りです、という中ではなく、やはり中島委員の意見を踏まえまして、やはり描ける部分は夢も描いていきたいというようなところでご理解頂ければと思います。
議　　長　　他にございませんか。ひとついいですか。個人的な意見なのですけれど、たたき台を見て、実際に事業を進めていくと、結局成果指標になるわけですよね。これを目標に結局担当課がやられると思うのですが、成果のこの辺が、何かあまり努力しなくても、簡単に結果の数字を報告すればいいや、という感じも結構見受けられるのですよね。そうすると、行政として魅力というか、前向きな姿勢がほとんど感じられなくて、なんか結果だけ簡単に、何年度のあれはこの数字だよ、で終わる、そんな感じが何となくする。失礼かもわかりませんが。それで先ほど、美味しい中華料理と言ったのです。この辺何かもうちょっと、一工夫する必要があるのかなという感じもしたのです。
事 務 局　　今、たたき台のほうでお示しさせて頂いております成果指標がありますけれども、こちらにつきましては、議長がおっしゃられた通り、まだちょっと甘い部分ですとか、そういった部分もございます。現在庁内のほうでは、指標については調整をしておるところなのですが、やはり何もないと、市民の方から見て、例えばひとつ施策が、スポーツ推進体制とかあったときに、一体何をやったのと、何もわからないというのもやはり、何をやったのかもわからないのに満足しているとか、していないとか分かりづらいとかいうこともあってつけさせて頂いているのが一点。あともう一点は、議長が申し上げられた通り、行政側としての目標ですね。こういう目標を立てて、進めていくというところがあると思います。
そういったところを踏まえまして、先ほど言ったように、あまり努力しなくてもできてしまうということがないように、市民の方から見てもわかりやすく、こういうことをやっているのか、ということがわかるような指標を練り上げていければというふうには考えておりますので、またちょっとこれ、いろいろ修正になってしまうかもしれませんが、ご了承のほう頂ければと思います。
議    長　　行政としてもいろいろと大変は大変だと思いますよね。先ほど言ったように、国・県自体は実際手を抜く。全部末端の地方自治体に仕事だけはかぶせ、お金は来ません。
そういう中で、住民からの要望はいろいろ出てきます。今までやっていたものをお金がないからやめました、というわけにはいかないですね。民間の場合はそれで通りますけど。末端の自治体の場合は、お金があろうがなかろうが、去年やっていたやつをいきなりやめたというふうにはいかないと思うのです。だからこういう状況の中ですから、非常にその辺が大変なのですが、私はかつて組織の中にいたからかもわかりませんが、何か職員が委縮したような感じがするのです。とりあえず何か理屈を込めてやらないで済む方向に、そういう感じがしてしょうがないのです。実際の仕事はほとんどやらない。それでやらないところほど立派な文書を作る。それが仕事になっている。住民からすれば、そんな立派な文書なんかいらないですよね。立派な文書を見せられたって、住民のニーズは何も満たされないわけですよ。実際に困ったときに身近にあるのが末端の行政だと思うのです。その辺難しいと思いますが。
事 務 局　　今議長がおっしゃった通り、市の財政、これから伸びるというものはほとんど見込めない状況でございます。その中で今回、いろんな分野の事業・施策を挙げていますけれども、その中で先ほどもありましたように、事業のメリハリ、どこをポイントにしていくか、その辺がうちのほうとすれば、いちばん重要な部門かと思っておりますし、それに対する評価、先ほど申しましたように、今見直し等しております。
確かに数字だけ、例えば簡単に何人増えたとか、そういうだけではなくて、施策そのものがわかるような評価の方法も必要かなと考えておりますし、今議長がおっしゃったように、いろんな分野で、例えばやってもらいたいものがあったとしても、そのお金の状況とか、いろいろな理由で消極的な意見もなくはありません。
でもそこで、どうしても将来的に、5年、10年考えた場合に必要だと思われるところは、うちのほうとしては、なるべく積極的に事業化して頂きたいというようなお願いを、今正直言って進めているところでございます。以上です。
議    長　　その他にございますか。せっかくの機会ですので、直接関係なくてもできるだけご意見伺いたいと思います。今年は特に震災等ございまして、安全に対する不安というのですか、そういったものがすごく怖く感じますよね。つい先だって、朝方大きな地震がありまして、飛び起きちゃって、それっきり眠れなくなっちゃいました。
そういう場合をひとつ取っても、行政は、赤ちゃんのおむつから水から、そういうものすべて対応していくわけですから、国や県は、命令はしますけれどもやりませんから、実際。やるところは末端の自治体ですから。ですから、本当の意味ですぐ対応できる職員が必要。立派な文書を書く職員より、実際に対応できる職員ですよ。
住民の要望もそういうことでしょ、望んでいることは。役所のほうに読んで感心するような文書を求めていませんよね。そういう基本を、末端の行政としては忘れてはいけないのではないかな。あまり見て立派な文書を作る必要はないと思うのです。私はそう感じます。そういうことに時間を潰すよりは、実際に住民にお返しできる仕事を一生懸命やってもらうことが大事だと思います。独断と偏見で。
土井（治）委員　　この成果指標って、全部空欄で出ていますけれども、これは確定する各課がある
　　　　　程度出してくるのですか。それでいいですか。この関連する各課と、企画のほうは
大変だと思うのです。これを文書にするのは、各課である程度文書にするのだと思
うのですけれども、それを今議長がおっしゃたように、各課がどれだけ縦ではなく
横の関係で行政がやれるか、大変な問題だと思います。それが企画の一番のプレッ
シャーだと思うのですが、関連の各課と話し合いはやっていくのですか。
事 務 局　　関連する各課で、我々の案を見て頂いて、ご意見頂いたり、また、この総合計画を策定する上で、作業部会みたいな部会を設けていますので、そこでも話し合いを持って頂いているのですけど、やはり成果指標の話が出ましたけれども、各課と調整する中で、粒が粗かったり、大きさが違うというのがありますよね。ここまで出したくないというのが実際にあるのですよね。実際にできるかどうかわからないことなどは、書かないでもらったほうが有難いというのが各課であったりしまして、内輪の話になってしまって申し訳ないのですけれど。その辺を企画のほうでどう調整するか。事業であれば新しい事業をどんどんやると言うとその課にとっては負担になりますので、その辺をどんなふうに企画で助けていけるか。例えば事業費をもらう上で、企画のほうが財政と一緒に力を貸してあげたり、人が足らなくなったときに、人をどんなふうに手当するかというのを企画が面倒みたりしていかないといけないのだろうということで、その辺も含めてこれからどんどん調整が入っていくようなところです。これから苦しくなるのが企画の立場だと思うのです。
土井（治）委員　　我々もそう思いますけど、各課と横の連絡をとってやらないと、これはなかなか
　　　　　難しいから。
事 務 局　　成果指標のほうも、議長が言うお話も含めて、やはり自分たちがやりいいようなのを出したいのが事実でございまして、住民にとって何が必要なのか、各課にとって何がしたいのかっていうのをうまくまとめていく作業というのが必要になってきますので。決してやらないというような意識ではないのですけれども、表に出すことによって、活字になってしまうと、やはり抵抗のある方もいらっしゃるので、その辺50課くらい課の中にありますので、委員会とかいろんなものも組織していますので、すごい大きな所帯ですので、バランスをとって、粒をなるべく同じにして、それから議長のご意見などももちろん踏まえて、何とか調整をしなくてはいけないということで、今逆に肝に銘じたところでございます。
土井（治）委員　　是非頑張ってください。
土井（栄）委員　　何かそういうことを聞くと、広く浅くっていう感じで、ここまでやってもらいた
　　いけど、ここで終わり。そんな感じだよな。
事 務 局   　形の上では、スマイルプランにどれだけ肉をつけられるかだと思っています。
他の部分というのは、そんなに変わるものではないと思っているのですけれども。じゃあ合併したことによって、何が変わったの。今まで作ってきたものもしっか
　　　　　りしたものですから、そんなに変わるものではないという言い方をさせて頂く、し
っかり今までも積んできたものですから、それを全く無にするようなものではない
のですけど、今度新しく作るときに、合併してこれだけ広くなって、人口も9万人、
将来は10万人になるよというようなものの中で、どんな市を目指していくのかと
か、どんなふうに変わったのかとか、このスマイルプランの中で汲んで頂ければな
っていうところで、企画はここに力を入れていくべきだなということで考えており
ます。
スマイルに載らないからといってやらないわけではなく、スマイルは特出しをし
　　　　　ていくわけですから、全体の計画から立てて、これに力を入れましょう、というこ
とで選ぶわけですから、決してすべてやらないわけではないですから、その中でち
ょっと色付けできれば全体的に変わってくるのかなと思っています。
議    長　　その他に何かありますか。行政の中でいらないってものは何もないのですよね。
事 務 局　　おっしゃる通りで、これをやめてこれをやる、ということはできないのですよ。
こっちは人数が少ないからやめちゃおうということは、民間の企業ですと商売ですから、結局利益の少ないものは切り捨ててしまうのはそうなのですけど、行政というのは、少ない人数だから、お金がかかるからこれはやめますって、ぱっと言えるものではなく、それも継続してやりながらこういうものもやっていくっていうところですので、その辺が難しいところなのです。
土井（栄）委員　　確かに行政はそうなのですけど、トップの方針でどっちを優先するかということを、上が決めてしまったときに、議会制民主主義、議会がその方向に動いてしまったと、そうしたら職員のほうだって大変だろうって、この辺のバランスっていうのは、まあこれは住民が投票して決める、最終的な結論を出すわけなのだけれど、でもそれによってバランスっていうものが。過剰に反応してそちらばかりにいっちゃうと。
議     長　　その辺は、住民の代表がすべてですから、職員はそれに従うしかないっていうのが現状だと思いますが。

土井（栄）委員　　それが現状だけども、大体政治職っていうのは間違っているのが多いから。
議　　長　 　事務局、答弁しますか。

事 務 局　 　そういう偏りをなくすためにも、こういう計画が必要だということでご理解頂きたいと思います。偏らないように、これもちゃんとやっていくよということを、基本計画においては4年間ですけど、構想において大きな言い方ですけど、9年間でございますので、その中でこういうことをやっていきますよといいますのは、ひとつの約束事でもございますので、よっぽどの時代の変化がない限りは、これをやっていきますということで、お示しさせて頂くものですので、その辺で偏りがないように、逆にそういうことがないようにするための計画でもあろうかと思います。
ただ、トップまた議会の判断というのは大きな判断ですので、こういうものは議会ももちろん理解して頂いておりますし、市長も理解しておりますので、そういうことはあまりないと考えております。
中島委員　　 新しい事業をこれからたくさんやるのでしょうが、これにかかる予算というの
はもうすでに取られているのですか。
事 務 局　　予算も含めて、今調整をしております。予算の範囲でやるしかないものですから、どこまでできるかも、目的と効果ですね。どんなふうにやっていくか、手法と事業費、そういうものを含めて調整をしていくところです。
議    長　　よろしいですか。
中島委員　　はい。

議    長　　行政サイドは、たぶん行財政改革との兼ね合いで、財政はマイナス思考で考えていると思うのですけど。

事 務 局　　行財政改革もやりつつ、うかせるものをうかせて、全部切るわけにいきませんので、少しずつ削いだものをそういうものに投資していくような考えで進めていくしかないです。だから、何億とかそういう大きなものをやることはできないですけれども、地域と一緒になってやっていくようなもの、そういうものを増やしていきたいなと思っております。市民説明会とかに来て頂く方、いっぱいいろいろな意見を言って頂くのですけれど、我々としてはこれからの時代の中では、一緒に主体的になってやって頂くのが住民の方で、我々手助けしながら、一生懸命何かいい方向に持っていければなと思っております。
議　　長　　住民にとっては、税金を払うだけ払って、サービスはマイナスになっているし、
　　　　　いいことは何もないっていうのが、こんなこと言ったらまずいのでしょうが、そん
な時代なのでしょうね。
土井（栄）委員　　だから、民間が入りやすいようなまちづくりとか、環境も必要じゃないかな。
事 務 局　　行政改革だけじゃなく、企業も入ってもらってですね。
土井（栄）委員　　入りやすい環境も作っていかないとだめでしょ。
事 務 局　　お金を増やす努力も、もちろん並行して必要ですし、その辺は、構想の中にも書いてありますけど、企業誘致のほうも積極的に進めていくということで考えておりますし、このスマイルプランの中でも、雇用促進という中で、企業を誘致していこうということで考えていこうというふうには思っております。
やはり増やすこと、削減すること、無駄を省くことももちろんですけど、収入を増やすということも、同時に同じ観点で進めなくてはいけないと思いますので。
土井（栄）委員  　印西に行きたいなって思うには、よっぽど何かないと。
事 務 局　　そのためには、やはり魅力あるまちをつくらないといけないと思います。
いろんな課題がひとつのものに対してありますが、魅力がないと企業も来ませんので。
土井（栄）委員　  空っぽになっちゃたらどうしようもない。
事 務 局　  これをまず維持していくのもそうですし、維持だけではだめで、発展させなくてはいけないのも課題ですし、そうすると、この雇用とか、土地利用とか、いろいろ異業がほしいとか、子育てする環境が良くなくてはいけないとか、いろんな条件が入ってきます。日本全体の人口が減っていく中で、維持させていくというのは本当に大変で、1万人でも増えるというのはめずらしいところですから。本当にできるのか、と言われると苦しいところはありますが、ただ、やはりこういうものに向けて進んでいくというものがないと、目標値、もちろん目標で終わらせるつもりはないですが。
土井（栄）委員　　逆に住民が、生活している地域でどういうことができるのか。行政にやってもらうのではなくて。そういう投げかけもこれから考えていかないと。

事 務 局　　そういう中で参考になるかわからないのですけれど、印旛地域の審議会がいろい
ろな意見を出していまして、公園とかそういうものについては、地域の人たちがみんなでやっていたよと、今まで管理をしていたよと、もちろんそれをやれという話ではないのですが、そういう住民がやれる部分というのはあるし、その中でコミュニティをもっと増やしていくこともできるよと。実際には旧地区などは、神社の草刈りとか、そういうところの草刈りってみんなでやっているのですよね。そういうものを大きくしていくようなものが、これから必要なのかなというふうにも捉えているのですけど、これは印旛地域から出た話です。それから、総合計画審議会の中でも、老人クラブというのですか、そういう高齢者のみんなで、地域の花壇とかそういうものを綺麗にして花を植えたりして、それをみんなでやっているよと、みんなでそういうことをやることも大事だよというようなことを言っている方もいらっしゃるので、そういうのをうまく反映できるような、輪を広げていくような、行政としてお手伝いをいろいろしていくような、そういうものがうまくみんな一体となってできるようなものがあればというようなことは思ってはいるのですけど、これは余談として聞いて頂きたいのですが。
議     長    その他に何かありますか。なかなか難しいところですが、これから行政も住民か
ら頼られる行政にならないといけないですね。あてにならない行政ではしょうが
ないもの。他にございませんか。ないようでしたら、3の（2）の審議は終わろう
と思います。閉めたいと思いますが、よろしいでしょうか。それでは、その他で
何かおっしゃりたいことございますか。事務局のほう、何かありますか。
事 務 局　   特にございません。
議    長　   それでは、以上を持ちまして、本日の会議を終了したいと思います。ご協力あり
がとうございました。
事 務 局　   本橋会長、ありがとうございました。それでは、次第の４その他でございます
が、委員の皆さまから何かございますか。挙手のほうお願い致します。
本橋会長　   次回の会議はいつごろでしょうか。
事 務 局　   次回の会議でございますが、先ほどご説明をさせて頂きました通り、10月の上
旬ということで、今10月7日の金曜日で調整をさせて頂こうかというふうに思っております。ただ、こちらにつきましては確定ではございませんので、こちら10月7日に開催する、もしくは無理であれば別の日ということで、決まりましたら皆さまにご通知申し上げたいと思いますので、今のところ10月7日で調整をさせて頂きたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。
事 務 局　   10月7日、金曜日。まだ確定ではないのですが、それで今調整を進めさせて頂
いていますのでお願いします。その他ありませんか。続きまして事務局から何かありますか。
事 務 局　   すみません、毎回のことで大変恐縮なのですが、この会議の後、報酬のほうお
　　　　　 振込みをさせて頂きたいと思いますので、7500円から税を差し引いた額というこ
とでお振込をさせて頂きたいと思います。よろしくお願い致します。
事 務 局　   今、振込みの話がありましたけれども、その件で質問のある方いらっしゃいま
したら挙手のほうお願いします。それでは以上をもちまして、本日の審議会を終
了させて頂きます。長時間の慎重審議ありがとうございます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　 　委　員　　　　　
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